
令和 6年 4月 8日     

保護者の皆様 

                                  札幌市立青葉中学校     

                                       校長  中山 勝喜     

                                    体育文化振興会     

                                       会長  唐原 元嗣     

 

部活動について 

 

札幌の街にも春の訪れを感じさせる今日この頃、皆様におかれましてはますます御健勝のことと

お喜び申し上げます。また、平素より本会の活動に御理解と御協力をいただき厚くお礼申し上げま

す。さて、体育文化振興会では今年度、下記の部の発足準備を進めています(部を設立できない場

合は返金します)。入部を希望する場合は、御家庭でよく相談し、入部手続きを行ってください。つき

ましては、部活動の趣旨を御理解いただき、今後とも御協力を賜りますようお願いいたします。 

 

１  部活動の目標 

「札幌市立学校に係る部活動の方針」に則り、学校教育と社会教育の両面から、部活動を通し

て生徒の体力を向上させ、生徒の自発的、自主的な活動をより発展、深化させながら、情操を豊か

に、健全な発達を目標とする。 

 

２  部活動の成立条件および開設する部活動 

（１） 部活動の指導者として本校教職員が確保され、部活動スポンサー会議の承認後、職員会議

で部の新設が認められること。 

（２） 部活動希望者が１０名程度いること。（目安として、各種目で試合が成立する人数であること。

文化系は５名程度であること。） 

（３） 指導者および人数が確保できない場合は、休部または廃部とする。 

 

※ 本年度の開設予定の部活動は、野球部・陸上競技部・バドミントン部・男子バスケットボール部・

女子バスケットボール部・合唱部・美術部である。 

 

３  部活動入部資格 

・ 本校在学中の生徒であり、部活動の目標達成に向けて活動できる生徒。 



４  入部手続き、受付 

・ 別紙「部活動入部申し込みと年会費振り込みのお知らせ」を御参照ください。 

 

５  休部および退部手続き 

・ やむを得ない理由により休部、退部しようとするときは、学級担任から用紙をもらい必要事項を記

入した後、保護者、スポンサーの承認の印をもらい、学級担任へ提出する。 

 

６  転部について 

・ 旧スポンサーの了解のもとで、転部を認める。 

・ 旧所属部活を退部後、保護者、学級担任、新スポンサーの承認により、他部への入部を認める。 

 

７  活動時間について 

（１） 平日の活動は活動時間を２時間程度にする。（準備や片付け、ミーティングなどの時間は活動

時間から除くものとする。） 

（２） 休日の活動は活動時間が３時間を超えないようにする。（準備や片付け、ミーティングなどの

時間は活動時間から除くものとする。） 

（３） 練習試合については、半日を原則とする。（ただし天候の状況や複数校との対戦があり、半日

を超える事が予想される場合については、活動時間内に休息を十分にとることを条件とし、事前に

保護者に周知を図るものとする。） 

（４） 活動場所や体育館等の曜日割当は、係で別に定める。 

（５） 職員会議、研修会などがある日は、完全下校とし１６時３０分再登校とする。１６時３０分に  

なっても会議が終わっていない場合は、担当教員が玄関を開け、会議等が終わるまで体育館で  

待機する。 

（６） 午前授業の時は、１５時まで家庭学習とし、再登校とする。（再登校の時間は指示があります。） 

（７） 生徒会活動、学級活動を最優先させ、それが終了後、部活動に加わること。 

（８） 平日は１８時３０分までには後片付けやミーティングを済ませて玄関から退出完了すること。 

 

８  休養日の設定について 

（１） 月に１回、学校として休養日を設定する。行事予定表に記載するなどし、全体への周知を図る。 

（２） 平日は、週に１回以上の休養日を各部において設定する。各部における活動予定表等への 

記載をもって周知を図るものとする。 



（３） 休日は、土日のどちらかが休養日となるよう、各部で設定する。周知については上記(２)と  

同様とする。 

（４） 定期テストの３日前（日曜含む）から部活動を停止する。 

（５） 長期休業期間にはある程度長期の休養期間を設ける。（夏季３日以上、冬季学校閉鎖期間

以上。） 

（６） 週末に大会参加等により休養日設定が困難な場合には、他の日に休養日を振り替える。 

（７） 週末に学校行事(式典等)や地域行事(演奏会等への出演やボランティア活動等)への参加

に関わる活動の場合も、上記(６)に準ずるものとする。 

 

９  各部の活動内容 

部活名 
３月末 

１・２年部員数 活動日程・内容など 部活独自の費用(予定) 

バドミントン 

（男・女） 
20名 

○週４～5日練習 

○週末や長期休暇には、他校へ練習試合に

行くこともあります。 

○４月→スガワラ杯、７月→中体連、１０月→

中体連新人戦、１２月→コネクト杯、２月→経

験別大会 

・ユニフォーム 

 10,000～15,000円 

・ラケット 10,000～２0,000円 

・シューズ ５,000円～ 

・協会登録料 1,200円 

・大会毎に参加費用を集めます。 

・その他、シャトル代を徴収します。 

男子バスケット 15名 

○週４～５日 体育館、廊下練習 

○週末や長期休暇には、他校へ練習試合に

行くこともあります。その際は交通費がかかり

ます。 

 

 

・シューズ 10,000～20,000円 

・ハーフパンツ２枚 約 11,000円 

・ウィンドブレーカー上下 

約 1６,000円 

・チームＴシャツ  約 2,000円 

・ナンバリング 約５,5００円 

・協会登録料 2,000円 

女子バスケット 12名 

○週４～５日 体育館、廊下練習 

○週末や長期休暇には、他校へ練習試合に

行くこともあります。その際は交通費がかかり

ます。 

 

・シューズ 10,000～15,000円 

・チームＴシャツ 約 3,500円 

・ロングスリーブ Tシャツ 

約 4,500円 

・ハーフパンツ２枚  約 9,000円 

・チームジャージ上下 

約 15,400円 

・協会登録料 2,000円 

 



部活名 
３月末 

１・２年部員数 活動日程・内容など 部活独自の費用（予定） 

野  球 

（男・女） 
17名 

○週５日練習（平日４日、土日どちらか１日） 

○基礎・基本の反復練習とゲームを想定 

した練習を併せます。 

○大会などがあり、土日２日間とも活動する

こともあります。 

・練習用 Tシャツ 2,500円 

・試合用ユニフォーム上下 

13,750円 

・試合用帽子 4,950円 

・フリース 8,250円 

・ウインドブレーカー下 4,180円 

・チームバッグ 9,900円 

・その他、野球用ソックス、ストッキン

グ、ベルト、スパイク、アンダーシャ

ツ、グラブ、バットが必要です。 

美  術 

（男・女） 
9名 

○個人制作、団体制作（中文連に出品） ・基本的にはかからないが、個人

制作の内容によっては個人で購

入していただく。 

合  唱 

（男・女） 
10名 

○原則的に週４～５日は練習しています。 

○コンクール・演奏会などの前に必要に応じ

て練習を増やすことがあります。 

○８月…ＮＨＫ全国音楽コンクール(札幌) 

９月…全日本合唱コンクール(旭川) 

○その他各種大会、演奏会、ボランティア、 

レクあり。 

・部費 ５,000円程度 

・練習用Ｔシャツ 3,000円 程度 

・革靴(黒系) 

 

◆ 練習日やユニフォーム代などはあくまでも予定のものです。 

◆ 募集の結果によっては部の設立が出来ないこともあり得ます。あらかじめご了解下さい。 

 

※ 以下の部活は、今年度の募集はありません。（２，３年生のみの活動となります。） 

部活名 
３月末 

１・２年部員数 活動日程・内容など 部活独自の費用（予定） 

陸  上 

（男・女） 
１０名 

○週３～４回程度 

○大会は円山競技場が中心になります。  

交通費は自費となります。 

○出場したい種目を選べます。大会参加費

は個人負担となります。 

 

・ユニフォーム ６,000円程度 

・スパイクシューズ 7000円～ 

・大会出場費 1000 円～ 

・陸上連盟登録費 2,000円 

・チーム Tシャツ（3,000円程度）

やウインドブレーカー（12,000円

程度）も必要に応じて購入できま

す。 

 


